
案』がGHQ側から日本政府

に提示された。

アトミック・サンシャイン
会議とは？
展示タイトルに付けられてい

るアトミック・サンシャインと

は、1946年2月13日、GHQの

ホイットニーが、吉田茂とそ

の側近であった白洲次郎、憲

法改正を担当した国務大臣

の松本烝治らと行った憲法

改正会議のことである。

2月13日に日本政府に提示さ

れた『マッカーサー草案』は、

先に日本政府が2月8日に提

出していた松本試案に対す

る回答という形で示されたも

のであった。しかし提示を受

けた日本側は、GHQによる草

案の起草作業を知らず、この

全く初見の『マッカーサー草

案』に驚いた。

ここで、ホイットニーは保守

的な松本試案を一蹴し、マッ

カーサー草案を日本の状況

が要求している諸原則を具

体化した案で、マッカーサー

の承認済みのものだと説明

した。その後、アメリカ側が公

邸の庭に下がり、英文を読む

時間を日本側に与えたのだ

が、その際、英語に長けた白

洲次郎が少しでも交渉を有

利にしようと、米軍の爆撃機

が公邸をゆさぶる中、庭に出

てアメリカ人のグループに加

わっていくと、ホイットニーは

白洲にこう言った。 

We have been enjoying 

your atomic sunshine.

この一言で、ホイットニーは

日本側に、戦争の勝者・敗者

を明確に思い起こさせ、さら

にマッカーサー草案に示さ

れた諸規定を受け入れるこ

とが、天皇を「安泰」にする最

善の保障であり、もし日本政

府がこの方針を拒否するな

らば、マッカーサーは日本国

民に直接この草案を示す用

意がある、と発言した。その後、

この憲法改正における日本

国とGHQの会議は「アトミッ

ク･サンシャイン会議」［★2］と

呼ばれるようになる。この

GHQ草案に添った形で修正

した内閣案が、 最終的に

マッカーサーは出来る限り

日本の為になる様にと考え

ていたらしいが本国政府の

一部、GHQの一部、極東委

員会では非常に不利な議

論が出ている。殊にソ連、オ

ランダ、オーストラリヤ等は

殊の外天皇というものをお

それていた。・・・だから天皇

制を廃止する事は勿論天

皇を戦犯にすべきだと強固

に主張し始めたのだ。この

事についてマッカーサーは

非常に困ったらしい。そこで、

できる限り早く幣原の理想

である戦争放棄を世界に声

明し、日本国民はもう戦争を

しないという決心を示して

外国の信用を得、天皇をシ

ンボルとする事を憲法に明

記すれば列国もとやかく言

わずに天皇制へふみ切れる

だろうと考えたらしい。・・・こ

れ以外に天皇制をつづけて

ゆける方法はないのではな

いかと言う事に二人の意見

が一致したのでこの草案を

通すことに幣原も腹を決め

たそうだ［★5］。

また、マッカーサー自身も

1964年、自らの著書『回想記』

の中で、戦争放棄条項の発案

は幣原であったと語っており

［★6］、以上の理由から、9条の

発案者として幣原首相だとす

る説がある。しかし、後に首相

となる吉田茂は、1957年に出

版された『回想十年』にて幣

原説を否定しており、あれは

やはりマッカーサー元帥が先

に言い出したことのように思

う、と述べている。

9条の戦後における役割
日本の戦後を考えた際、9条

を保持したことが、日本の戦

後の経済的繁栄に繋がって

いった、という事実がある。し

かし、その経緯は複雑なもの

であった。

日本は1951年のサンフランシ

スコ講和条約において、米国

による占領から独立国となっ

た。この講和条約では、当時の

中華民国は参加しているもの

の、中華人民共和国、さらに戦

時中であった韓国と北朝鮮は

参加しておらず、これが戦後

の日本の戦争責任問題となっ

て大きく後世に残る問題と

なってしまった。しかし、日本

が9条によって宣言をした「戦

争をしない」というメッセージ

は、日本が侵略したアジア諸

国に対して、少なからず謝罪

の意味が含まれていた。

この講和条約と同日、日米は

安全保障条約を結んだ。それ

以降、9条の存在は、日本がア

メリカ軍によって守られるこ

とによって成立する、というさ

らに捩れた状況を生み出した。

朝鮮戦争の勃発後、日本の民

主化・非軍事化に対するアメ

リカの政策転換（逆コース）か

ら、日本は1950年には警察予

備隊、1952年には保安隊、

1954年には自衛隊を組織す

ることになる。1953年に訪日

したニクソンは、9条は間違い

であり、日本は改憲すべきだ、

と述べている。

保守政権による「逆コース」や

改憲に対抗する為、1951年、

日本社会党は『護憲と反安

保』を掲げ右派・左派が統一

し、日本最大の政党となった。

これに危機感を覚えた財界

からの要請で、当時あった日

本民主党と自由党が統一、こ

こに自由民主党が結党した。

これにより、「改憲・保守・安保

護持」を掲げる自由民主党と

「護憲・革新・反安保」を掲げる

日本社会党の二大政党制、55

年体制が誕生し、以降1993年

まで継続することとなった。

さらに第二次大戦後、冷戦構

造の延長線上にて朝鮮戦争、

ベトナム戦争が発生した際、

日本は9条を持つことで、直接

派兵を避けつつ、さらにアメリ

カに間接的協力をすることで、

経済的恩恵を受けて来た。し

かし、日本本土及び沖縄は米

軍の中継基地として間接的な

戦争協力を担っていると国内

外から批判され、日本国内で

は反安保を巡り、激しい闘争

が繰り広げられた。

しかし、私がここで特に注意

して考えたいのは、憲法第9条

それ自体が抱える「他者性」で

ある。日本国憲法は第二次大

戦後の憲法の特徴とも言える、

国家主権の絶対化の否定ま

たは憲法の国際化という視点

を備えているにも関わらず、

極めてドメスティックな視点

頓挫し、その後憲法改正作

業は、幣原内閣の下に設置

された松本委員会に一本化

されることとなる。松本委

員会は、1945年10月27日

から1946年2月2日にかけ

て開催され、1946年1月9日

には『憲法改正私案』を提出

した。

秘密裏に進められたマッ

カーサー草案

GHQは当初、憲法改正につ

いては過度の干渉をしない

方針であったが、1946年初

頭から、GHQは民間の憲法

改正草案、特に憲法研究会

の『憲法草案要綱』に注目し

ながら、日本の憲法に関す

る調査・研究の動きを活発

化させた。

当時、マッカーサーが日本

の憲法改正についていかな

る権限を持つのか、という

法的根拠がGHQ内で問題

となっていたが、GHQ民政

局長であったコートニー・

ホイットニーは、日本の憲

法構造に対して、マッカー

サーが適当と考える変革を

実現するためにはいかなる

措置をも取りうる、という

レポートを提出している。

これは2月26日に迫ったソ

連やオーストラリアを含む

極東委員会の発足後は、

マッカーサーの権限が無制

限でなくなることを示唆し

たものだった。

また、このレポートが提出

されたのと同じ日である2

月1日付の毎日新聞が、『松

本委員会案』なるスクープ

記事を掲載した。この記事

に載った『松本委員会案』と

は、松本委員会に提出され

た草案の中では比較的リベ

ラルなものであったが、ホ

イットニーはその記事を、

それを極めて保守的な性格

であり、世論の支持を得て

いない、と分析した。そこで

GHQは、このまま日本政府

に任せておいては、極東委

員会の国際世論から天皇制

の廃止を要求される可能性

があると判断し、GHQが草

案を作成することを決定し

た。

2月3日、マッカーサーは

“消滅”（vanishing）は、松澤宥

（1922-2006)のアートにおい

て鍵となるコンセプトであ

る。1960年代美術における

先駆者的なコンセプチュア

リストである松澤宥は、独

自の、言語を主体とした作

品を制作した。これらの作

品は、密教を深く理解し、現

代科学に該博で、UFOなど

異世界に関心をもった松澤

の特質を示しており、“宇宙

論的コンセプチュアリズ

ム”と形容するのが最もふ

さわしい。

1966年に始まる彼の代表

的なパフォーマンスでは、

その作品のタイトル「人類

よ消滅しよう、行こう行こ

う(ギャティギャティ)反文明委

員会」を厳かに朗詠しなが

ら、人類そのものの消滅を

説いた。(ちなみに、“ギャー

テー”と発音するサンスクリット

語の “gate”を、松澤宥は”行こう”

と意訳している)。そして1976

年には、彼の300歳の誕生

日にあたる2222年を人類

の終焉の年と喝破した究極

の宣言を発表した。彼の消

滅の哲学、そして彼が好ん

だ印刷物という媒体は、

1966年の作品「授」におい

ても顕著に表れている。こ

の作品は、細長い神道の護

符をかたどり、”幸運”祈願

のかわりに、仏教の曼荼羅

の形式である3×3の格子

の中に81の「消滅」に関す

るマントラ(真言)が配置さ

れている。消滅しなくては

ならないものとして挙げら

れた項目は、人類そのもの

（74番）に加え、俗世的なも

の（2番:性交、64番:電気)、高邁

なもの（16番:宗教、28番:戦争)、

わけの分からないもの（8番:

黄身、11番:胃液)、科学的なも

の（46番:超光速、57番:反陽子)な

どにおよぶ。松澤の言語を

主体としたコンセプチュア

リズムへのラディカルな転

進は、しばしば彼が1964年

6月1日の啓示体験により

説明される。つまり、同日の

早朝、まだ布団のなかで、彼

は薄明の意識の中に「オブ

ジェを消滅せよ!」という啓

示の声を聞いたのである。

この声を、彼は作品から物

質要素を取り除けという指

令であると解釈した。こう

して非物質的な言語を作品

に用い始めたのである。彼

はまもなく、「Ψの死体遺

体」（1964）と題した「非感覚

的絵画」を提案するチラシ

を制作した。これは、不可視

なものを、心の眼でイメー

ジ化する能力によって様相

を呈する作品である。

彼の物質主義否定は、第二

次世界大戦の頃にまで遡る。

真珠湾攻撃のニュースが流

れた1941年、彼はまだ高校

生だったが、密かに日本の

戦争行為について批判的で

あり、最終的には敗戦する

であろうと確信していた。

1943年、彼は東京の早稲田

大学建築学科に入学。当時、

建築は戦争に必要と考えら

れていたため徴兵をまぬが

れた。1946年、彼は日本の

首都が破壊されるのを目の

当たりにしながら、詩的

エッセー「廃墟について」を

附した卒業作品「富士見村

芸術村」をもって卒業した。

エッセーの基本姿勢は「人

類の作るものはいずれ滅び

る、人類もいずれ滅びる」と

いう言葉によく表れている

が、この思想は卒業パー

ティでのスピーチ「私は鉄

とコンクリートの硬さを信

じない。私は、魂の建築、形

のない建築、目に見えない

建築をしたいのである」に

も呼応している。卒業後、彼

は大学の先輩が設立した建

築事務所に就職し、東京、横

浜、茅ヶ崎にあった駐留軍

の居住施設の建設も携わっ

た。しかし、ほどなく建築を

あきらめ、故郷の下諏訪に

戻り、アートの新しい可能

性、非物質主義、スピリチュ

アリズムの探求を始めたの

である。

松澤の「授」を、あらためて

「アトミック･サンシャイン

の中へ」の一部として考えた

とき、私は松澤との対話を思

い出した。私が、アメリカで

の生活を経験してから状況

によっては武力が必要であ

ると理解するようになった

と話すと、松澤は即座に「戦

争、そして人類の愚行を目の

当たりにしましたから、そう

いう考え方に同意はできま

せん」と答えた。彼の作品に

おける平和主義は、戦争を

生み出した物質主義文明に

対する批判をことさら強く

強調している。一見終末論

的で悲観的にも見まがうが、

彼の人類消滅のビジョンは、

見るものに心の目で人類の

消滅を思い描くよう求める

ことによって、根本的に人道

主義的な理想主義を表現し

ているのである。松澤宥は、

私達が人間界の領域を超え

て、広い宇宙の中で思考する

ことをひそかに求めている

のである。

（英文テキストより訳出、翻訳：齊

藤愛子）

ベルギーのアーティスト、

エリック・ヴァン・ホーヴは、

アルジェリア生まれカメ

ルーン育ち、東京にて生活・

制作活動を行っている。彼

のアートの焦点は、言語と

アートとの関係に置かれて

おり、今回展示されている

のは、「日本国憲法　みみず

アウトダフェ」という作品

である。

この作品が最初に展示され

たのは、モダニゼーション、

グローバリゼーションをト

ピックとして扱う“ワナキ

オ”と呼ばれる沖縄の芸術

祭においてであった。沖縄

は、第二次世界大戦におい

て過酷な戦場の一つとなっ

た島であり、島の人々は多

くを失い、そのトラウマは

サンフランシスコを拠点に

活動するアーティストであ

る江沢孝太は、2003年のイ

ラク戦争開始直後、このビ

デオ作品を制作した。戦争

の空気が高まるなか、最終

的に見つかることのなかっ

た大量破壊兵器を保有する

とされたイラクとアメリカ

との紛争に対して、アメリ

カで活動する多くのアー

ティスト達は声を上げた。

そのような状況のなか、江

沢はこの紛争に対してほぼ

無意識的に、1960年代の冷

戦とナチスドイツ、そして

自身の背景を重ね合わせ、

作品へと反映させたのであ

る。

このアニメーションビデオ

作品は、1996年製作のカル

ト映画 Who’s Afraid of 

Virginia Woolf ? （邦題「バージ

ニア・ウルフなんてこわくない」マ

イク・ニコルズ監督）を題材と

している。ほとんどの戦争

が自己防衛を理由として引

き起こされているように、

この作品のなかで起こる

マーサ（エリザベス・テイラー)

とジョージ（リチャード・バー

トン、テイラーとは実生活で二度

の結婚)の夫婦喧嘩もその例

外ではない。双方が、相手の

せいで喧嘩が始まったと主

張し、自己防衛として各々

の攻撃を正当化しようとす

る。喧嘩のシーンは、異なる

長さで二つのスクリーンに

ループ再生されている為、

二人の口論は一切かみ合う

ことがない。その為、彼らの

自己正当化の主張が、ただ

ノイズとして響き続けるの

である。

脚本家エドワード・オール

ビーが、1962年に「ヴァー

ジニア・ウルフなんてこわ

くない」の脚本を書き上げ

た頃、アメリカはまさに冷

戦の最中にあり、キューバ

危機に直面していた。この

脚本では、登場人物の

ジョージとマーサは、

ジョージ・ワシントンとそ

の妻マーサを、ニックはニ

キータ・フルシチョフ（ヨシ

フ･スターリンを批判しキューバ

危機の際にアメリカに譲歩を行っ

た人物）を表している。この

のみから考察されて来たよう

に思われる。だから私は、この

問題を日本の国内問題として

ではなく、世界の問題として

考えてみたい。憲法に「戦えな

い」という宣言を他者に向

かって訴えることは、一体どう

いった意味を持っているのだ

ろうか？

第二次世界大戦に至った
ヨーロッパの国家とその規
定について
ナポレオン戦争以降のヨー

ロッパにおける近代化の過程

において、国民国家が創造さ

れ、その国民を意味するネー

ションの規定として憲法が用

いられてきた経緯がある。国

家という概念について、マッ

クス・ウェーバーは国家を暴

力行使の手段によって定義

すべきだ、と述べている［★7］。

ウェーバーは、暴力行使とい

う「手段」の独占をした政治団

体の事を「国家」と位置づけ

ており、国家は秩序の補償の

為に暴力を使用するのである。

すなわち、国内の問題は犯罪

として、国家権力の下に裁か

れるのだが、ヴェーバーは、こ

の暴力行使の独占というメカ

ニズムが、近代化のプロセス

において完成された、と指摘

している。

またカール･シュミットは、政

治的なものにおいては、敵と

友の区別が固有の指標となる、と述べた［★8］。さらに戦争は、他者の存在そのものを否定する敵対よ

り生じる、と述べている。すなわち、戦争は敵対によって引き起こされるのだが、国家という暴力行使の

独占の埒外にある他者を認めない、すなわち他者の否定という暴力が発生した際、その暴力を独占し

ている政治団体である国家同士の戦い、すなわち戦争が引き起こされるのである。国民国家という近

代化のプロセスにおいて暴力行使のメカニズムが完成された結果、不可避的に引き起こされたのが、

二つの世界大戦であった。

第二次世界大戦が生んだレヴィナスの他者の哲学
戦争機械が国家を乗っ取ってしまうことによって生まれたファシズムの結果、ホロコーストという悲

劇を引き起こしたヨーロッパでは、他者の否定という暴力に対する再考から、レヴィナスに代表され

る他者の哲学が生まれた。レヴィナスの他者の思想は、徹底的に他者の思想を欠いたホロコーストと

いう暴力を体験した者だけが持ちえた、ヨーロッパの戦後思想であったと思う。この他者の哲学は、ハ

イデガー的な暴力的存在論を廃し、倫理的なるものを、再度哲学の内部に持ち込んだ、という点にお

いて重要である。

レヴィナスは、戦争の可能性が永続することを見て取るところに聡明さがあるとし、さらに戦争とは誰

も距離を置くことができない、ということから、戦争はむしろ〈同〉の同一性を破壊してしまうもの、とし

ている。

哲学的な伝統にとって〈同〉と〈他〉のあいだの相克は、〈他〉を〈同〉に還元する観想によって解消され

ている。具体的に言えば、国家という共同体が解決してきたのである。けれども国家にあっては、匿

名の権力―それが了解可能な対象であるとしても―が存在することで、《私》は全体性からこうむる

専制的な抑圧というかたちの戦争をふたたび見出すことになる［★9］。

★
1　
「
近
代
の
超
克
」と
言
う
と
、西
田
幾
多
郎
ら
京
都
学
派
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
雑
誌『
文
學
界
』が
1
9
4
2
年
に
開
い
た
座
談
会
や
五
族
協
和

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、私
は「
近
代
の
超
克
」と
い
う
問

い
の
立
て
方
そ
の
も
の
は
間
違
っ
て
お
ら
ず
、戦
前
の『
近
代
の
超
克
』の
問

題
を
、戦
後
日
本
が
本
質
的
に
越
え
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
て
い

る
。

★
2　

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
は
著
書『
影
の
学
問
・
窓
の
学
問
』の「
原
子
力
的

な
日
光
の
中
の
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」に
お
い
て
、ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
ア
ト
ミ
ッ

ク
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
発
言
に
関
し
、こ
う
述
べ
て
い
る
。「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

は
日
本
人
に
た
い
し
て
、こ
の
新
憲
法
が
論
拠
や
論
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
す

ぐ
れ
た
思
想
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
の
み
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。こ
の
草
案
は
、世
界
史
に
お
け
る
最
大
の
、し
か
も
も
っ
と
も
恐
る
べ

き
権
力
、原
子
爆
弾
と
い
う
権
力
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
」。

★
3　

小
西
豊
治 

『
憲
法『
押
し
付
け
』論
の
幻
』 

講
談
社
現
代
新
書
P
.
12

〜
13

★
4　

ま
た
著
者
は
、日
本
国
憲
法
の
起
草
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ベ
ア
テ
・
シ

ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
の
証
言
に
よ
り
、こ
こ
に
お
け
る「
さ
ら
に
自
己
の
安
全
を

保
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
も
」と
い
う
箇
所
は
、ホ
イ
ッ
ト

ニ
ー
と
一
緒
に
草
案
作
成
に
関
わ
っ
た
ケ
ー
デ
ィ
ス
に
よ
っ
て
草
案
作
成

中
に
削
除
さ
れ
た
、と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。

★
5　

憲
法
調
査
会 

『
憲
法
制
定
の
経
過
に
関
す
る
小
委
員
会
第
四
十
七
回

議
事
録
』大
蔵
省
印
刷
局
、1
9
6
2
年

★
6　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
9
条
の
発
案
者
で
あ
り
な
が
ら
9
条
を
幣
原
が

作
っ
た
、と
1
9
6
4
年
に
出
版
さ
れ
た
回
想
録
の
中
で
述
べ
た
こ
と
に
関

し
、袖
井 

林
二
郎
は
著
書『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
二
千
日
」に
お
い
て
、朝
鮮
戦

争
の
勃
発
に
伴
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
が
決
め
た
平
和
主
義
の
原
則
を
自

身
で
修
正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
名
誉
な
状
況
に
お
い
て
、9
条

の
発
案
者
は
幣
原
で
あ
っ
た
、と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、と
述

べ
て
い
る
。

★
7　

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー『
社
会
学
の
根
本
概
念
』 

清
水
幾
太
郎
訳
、

岩
波
文
庫
、P
.
8
8
-
8
9
.

★
8　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト　
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』 

田
中
・
原
田
訳
、

未
来
社
、P
.
14

★
9　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス　

熊
野
純
彦
訳　
『
全
体
性
と
無
限
』（
上
） 

P
.
71

★
10　

同
P
1
2
8

★
11　

同
P
1
6
3

★
12　

同
P
2
8
6
〜
2
8
8

★
13　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス　

熊
野
純
彦
訳　
『
全
体
性
と
無
限
』（
下
） 

P
2
7
1

★
14　

J
・
ハ
バ
ー
マ
ス
/
E
・
ノ
ル
テ
他　
『
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い
過
去

ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
歴
史
化
論
争
』徳
永
恂
ほ
か
訳  

P
.
2
3
4

★
15　
『
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い
過
去　

ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
歴
史
化
論

争
』 

P
.
9
〜
34

★
16　
『
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い
過
去 

ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
歴
史
化
論
争
』 

P
.
68

★
17　

加
藤
典
洋 

『
敗
戦
後
論
』 

P
.
1
0
4
〜
1
1
9

★
18　

高
橋
哲
哉 

『
戦
後
責
任
論
』 

P
.
2
1
0
〜
2
1
9

またレヴィナスは、他者を存

在させるには、語りの関係が

必要であると指摘し、そして

語りによって正面から〈他者〉

に接近することを、正義と呼

んでいる［★10］。さらに、〈他者〉

の比類のない現前は、私が〈他

者〉を殺すことはできないとい

う倫理的な不可能性のうちに

書き込まれている、と述べて

いる［★11］。

〈私〉と、それによって〈私〉が生

きるものとのあいだには、〈同〉

を〈他者〉から分離する絶対的

な隔たりはひろがってはいな

い。・・・存在することのいっさいの様式が〈私〉へと、享受の幸福の

なかで不可避に構成される主体性へと回帰するけれども、そのこ

とによって絶対的な主体性、〈私ではないもの〉から独立した主体

性が創設されるわけではないのである［★12］。

レヴィナスによれは〈他者〉の力は、そもそものはじまりから道徳的

なものなのであり、戦争を支えているのは〈他者〉との非対称的な

関係である、そして平和とは私の平和でなければならないのであ

り、それは一箇の〈私〉から発し〈他者〉へと向かう関係、渇望と良さ

における平和でなければならない［★13］、と述べている。

近代の問題として
̶̶ドイツにおける歴史家論争と日本における靖国論争
戦後における暴力と他者の関係の延長線上に、二つの興味深い

史実がある。侵略国であり敗戦国であるドイツと日本において、似

たような大論争が発生しているのである。ナチスの犯罪は相対化

できるか、というユルゲン・ハーバーマスとエルンスト・ノルテに代

表される「歴史家論争」と、日本の為にと信じて死んでいった英霊

を奉る靖国神社への参拝を肯定できるか、という高橋哲哉と加藤

典洋による「靖国論争」である。

1986年初夏から始まった「歴史化論争」は、フランクフルトで行わ

れる予定であったノルテの講演内容のテクストと、アンドレアス・

ヒルグルーバーの著書『ふたつの没落』に対するハーバーマスに

よる批判から始まった［★14］。特にノルテは、アウシュヴィッツは伝

来の反ユダヤ主義に由来す

るというよりも、ロシアのボル

シェビキ革命への反動、その

コピーであり、そういった悲劇

は人類の歴史においてスター

リンの粛清、ポル・ポトの大虐

殺と比較しうる、生じざるを

得ない運命的なものであると

主張した［★15］。それに対し

ハーバーマスは、ノルテらを

歴史修正主義と批判し、西ド

イツを西側から離反させない

唯一の愛国主義は、（連合国

側によって書かれた）憲法に

拠る憲法愛国主義であるとし、

諸々の普遍主義的な憲法原

理への信念にもとづく忠誠は、

ドイツ人の文化国家のなかで

は、残念ながらアウシュヴィッ

ツの後になって-そしてそれを

通じて-初めて形成され得たと

主張した［★16］。この一連の大

論争を通じて、歴史家は、ナ

ショナル・アイデンティティの

担い手なのか、歴史学は歴史

化されるべきなのか、それとも

道徳化されるべきなのか、そ

して憲法を嗜好する憲法愛

国主義、それとも国民意識を

嗜好する国民愛国主義のど

ちらを取るのか、など多くの問

いが生まれた。

それより遅れること約10年、日

本で繰り広げられたのが靖国

論争である。1999年出版の

『敗戦後論』にて、加藤典洋は

戦後の日本では、憲法の押し

付けに始まる「人格分裂」、さ

らにその根源に「死者の分裂」

が存在しているとし、自国の

戦死者300万人への靖国神社への弔いが成立して初めて、アジ

アの非侵略国の犠牲者2000万人への謝罪をする主体を立ち上

げることができる、と主張した［★17］。それに対し高橋哲哉は『戦後

責任論』にて、自国の死者を先に置くのではなく、汚辱の記憶を保

持し、それに恥じ入り続けること、すなわち自国の死者をも含む侵

略戦争の全ての責任を、常に今の課題として意識することが、日

本の倫理的・政治的可能性を開く、と反論したのだ［★18］。

ここでハーバーマスや高橋哲哉が述べているのは、レヴィナスと

同じく倫理及び他者の問題である。そして、この倫理的なものを

設定することが、他者について語りかけることと一致するのでは

ないだろうか。

9条の21世紀における可能性
9条は「他者」を前提とした「自己」に対するネーション規定であり、

近代の構造を超克した、前代未聞の宣言である。9条の持つ、「戦

えない」という「日本人」へのネーション規定は、理想主義者である

「アメリカ人」ニューディーラーという日本人にとっての「他者」に

よって規定され、そして「戦えない」というメッセージは、「日本」の

外部、すなわち「他者」に向かって述べられている。つまり、通常の

ネーション規定とは全く違った形で、日本人というネーションが

規定されており、これはグローバルな広がりを持っている。他者の

存在を否定して敵対するのではなく、他者の存在を認め、国権の

発動としての戦争を放棄することを自らの憲法の中において宣

言することが、暴力の独占機関としての国家のメカニズムを完成

させた近代を乗り越えることに繋がらないだろうか。これは、完全

にヨーロッパ近代を超克した、かけがいのない理念であり、これこ

そ、21世紀を戦争の世紀から脱却する為の可能性ではないだろ

うか。

理想を述べるのは芸術家の仕事である。私は芸術に携わる者とし

て、この「9条」という近代の外部にある理想を、日本の、アメリカの、

アジアの、さらに世界中の人たち全員で芸術を通じて考え抜きた

いと思う。そしてこの展示は、まず始めにその目的とも言える、日本

国の他者とも言える会場において開催する。なぜなら、9条は他者

とのコミュニケーションによって、初めて発動するからだ。

アトミック・サンシャインの中へ、一歩足を踏み入れて、考察して

みようではないか。複雑な歴史的状況を紐解き、憲法第九条が戦

後美術にどんな影響を与えたのかを考察することが、キュレー

ターとしての私の、今回の展示テーマである。

戦
争
の
世
紀
か
ら
の
脱
却

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
超
克
と
し
て
の

憲
法
第
9
条

［★1］

渡
辺
真
也

ア
ト
ミ
ッ
ク
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
中
へ

日
本
国
平
和
憲
法
第
九
条
下
に
お
け
る
戦
後
美
術
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プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
サ
ン
フ
ァ
ン
を
拠
点
と

し
て
活
動
す
る
二
人
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ロ
ー
ラ（
ア
メ
リ
カ
出
身
、

1
9
7
4
年
生
ま
れ
）
と 

グ
ィ
レ
ル
モ
・
カ
ル
ザ

デ
ィ
ー
ラ 

（
キ
ュ
ー
バ
出
身
、1
9
7
1
年
生
ま
れ
） 

は
、1
9
9
5
年
よ
り
共
同
制
作
を
行
っ
て

い
る
。彼
ら
の
活
動
は
、現
代
の
都
市
、経
済
、

政
治
、美
学
、歴
史
的
仕
組
み
な
ど
を
背
景

と
し
た
、ビ
デ
オ
作
品
、彫
刻
、パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、建
築
、社
会
や
公
的
な
も
の
へ
の
関

与
な
ど
、多
岐
に
及
ん
で
い
る
。国
際
政
治

と
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
複
雑

な
関
係
に
対
す
る
、
ア
ロ
ー
ラ
&
カ
ル
ザ

デ
ィ
ー
ラ
の
探
求
は
高
く
評
価
さ
れ
、

2
0
0
6
年
に
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ボ
ス
賞
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

彼
ら
の
作
品
に
対
す
る
政
治
的
か
つ
詩
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
音
へ
の
回
帰
」

（
2
0
0
4
年
）
に
表
れ
て
い
る
。こ
の
ビ
デ
オ

作
品
で
は
、マ
フ
ラ
ー
の
代
わ
り
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
装
着
し
た
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
若

い
黒
人
男
性
が
、美
し
い
カ
リ
ブ
海
の
景
色

の
な
か
を
走
り
抜
け
る
。映
像
が
進
む
に
つ

れ
、プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
ヴ
ィ
エ
ケ
ス
島
に

お
け
る
米
国
海
軍
の
駐
留
終
了
に
対
し
て
、

こ
の
男
性
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
で
喜

び
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

る
。米
国
と
N
A
T
O
は
、カ
リ
ブ
諸
島
を

軍
事
訓
練
の
場
と
し
て
長
い
期
間
使
用
し

て
き
た
。「
音
へ
の
回
帰
」は
、汚
染
、騒
音
、

住
民
の
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
6
年

間
に
お
よ
ぶ
米
国
軍
の
爆
撃
行
動
終
了
の

直
後
、2
0
0
4
年
に
ヴ
ィ
エ
ケ
ス
島
に
て

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

作
品「
決
め
ら
れ
な
い
ゴ
ー
ル
」は
、日
本
の

平
和
憲
法
第
9
条
に
対
す
る
取
り
組
み
を

題
材
と
し
て
、
2
0
0
7
年
初
頭
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
日
本
・
北
九
州
滞
在
時
に
制
作

さ
れ
た
。彼
ら
は
、日
本
が
武
装
国
家
に
な

り
う
る
可
能
性
を
再
び
開
く
こ
と
と
な
る

で
あ
ろ
う
第
9
条
の
、潜
在
的
な
修
正
案
を

め
ぐ
る
現
状
の
議
論
、さ
ら
に
主
権
国
家
と

し
て
の
交
戦
権
を
認
め
な
い
と
い
う
平
和

憲
法
を
維
持
し
つ
つ
、
主
権
国
家
で
あ
る
、

と
い
う
日
本
が
抱
え
る
明
ら
か
な
矛
盾
に

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ア
ル
ベ
リ
ー
は
テ
ネ
シ
ー
州

ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
に
生
ま
れ
、2
0
0
6
年

春
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
と
拠
点
を
移
し
た
。主

に
個
人
、集
団
、あ
る
い
は
共
有
さ
れ
る
ト

ラ
ウ
マ
を
コ
ン
セ
プ
ト
し
て
展
開
す
る
作
品

を
製
作
し
て
い
る
。

本
展
覧
会
に
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
新
作「
あ

な
た
の
恐
怖
、私
の
希
望
」を
出
展
し
た
。こ

の
テ
ー
ブ
ル
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
観
客

同
士
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
も
の
で

あ
る
。初
期
の
ビ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン「
白
百
合（
黒
）
」に
お
け
る
よ
う
な
象
徴
性

を
扱
っ
た
本
作
は
、人
間
関
係
に
伴
う
感
情

を
表
面
化
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
現
れ
る

信
頼
感
の
構
造
を
体
現
す
る
も
の
と
い
え

る
。

観
客
は
鏡
面
加
工
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
置
か
れ
た
一
枚
の
紙
に
自
ら
の
恐
怖
の
対

象
を
書
き
、ろ
う
そ
く
の
火
で
燃
や
す
。ま

た
、同
様
の
も
う
一
台
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
は
、

作
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
く
く
り
付
け

ら
れ
た
一
本
の
蘭
を
手
に
取
る
。こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、ア
ル
べ
リ
ー
自
身
の
個
人
的

な
希
望
が
記
さ
れ
て
い
る
。自
身
の
恐
怖
と

他
人
の
希
望
と
の
交
換
に
よ
り
、自
我
の
心

理
的
・
感
情
的
な
変
容
を
探
る
の
で
あ
る
。

観
客
の
側
に
お
い
て
、自
ら
の
恐
怖
の
対
象

を
書
き
記
し
、燃
や
す
と
い
う
行
為
は
、解

放
に
向
け
て
の
儀
式
で
あ
り
、我
々
が
感
情

を
整
理
す
る
為
に
そ
れ
を
書
き
出
す
の
と

同
様
の
行
為
で
あ
る
と
も
言
え
る
。一
方
、作

家
側
か
ら
す
れ
ば
、自
身
の
個
人
的
な
希
望

を
打
ち
明
け
、共
有
す
る
の
も
同
様
の
行
為

で
あ
る
。観
客
の
立
場
は
、発
す
る
側
か
ら

他
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
る
側
へ
と

変
化
す
る
。
感
情
の
交
換
過
程
に
お
い
て
、

立
場
に
転
換
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。希
望
は

常
に
欲
望
と
期
待
を
暗
示
し
て
お
り
、そ
の

交
換
に
伴
っ
て
観
客
は
他
人
の
希
望
に
対

し
て
も
共
同
責
任
を
負
う
と
も
言
え
る
で

あ
ろ
う
。こ
の
時
点
で
観
客
は
、他
人
の
希

望
に
自
己
を
同
調
す
る
か
、無
関
心
で
い
る

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

現
代
哲
学
・
現
代
心
理
学
で
は
、人
間
の
依

存
は
社
会
、道
徳
、フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
理
論
、政

プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
サ
ン
フ
ァ
ン
を
拠
点
と

し
て
活
動
す
る
二
人
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ロ
ー
ラ（
ア
メ
リ
カ
出

身
、
1
9
7
4
年
生
ま
れ
）
と 

グ
ィ
レ
ル

モ
・
カ
ル
ザ
デ
ィ
ー
ラ 

(
キ
ュ
ー
バ
出
身
、

1
9
7
1
年
生
ま
れ
) 

は
、1
9
9
5
年

よ
り
共
同
制
作
を
行
っ
て
い
る
。彼
ら
の
活

動
は
、現
代
の
都
市
、経
済
、政
治
、美
学
、歴

史
的
仕
組
み
な
ど
を
背
景
と
し
た
、ビ
デ
オ

作
品
、彫
刻
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、建
築
、社

会
や
公
的
な
も
の
へ
の
関
与
な
ど
、多
岐
に

及
ん
で
い
る
。国
際
政
治
と
個
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
複
雑
な
関
係
に
対
す
る
、

ア
ロ
ー
ラ 

& 

カ
ル
ザ
デ
ィ
ー
ラ
の
探
求
は

高
く
評
価
さ
れ
、2
0
0
6
年
に
は
ヒ
ュ
ー

ゴ
・
ボ
ス
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

彼
ら
の
作
品
に
対
す
る
政
治
的
か
つ
詩
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
音
へ
の
回
帰
」

（
2
0
0
4
年
)
に
表
れ
て
い
る
。こ
の
ビ

デ
オ
作
品
で
は
、マ
フ
ラ
ー
の
代
わ
り
に
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
装
着
し
た
バ
イ
ク
に
乗
っ

た
若
い
黒
人
男
性
が
、美
し
い
カ
リ
ブ
海
の

景
色
の
な
か
を
走
り
抜
け
る
。映
像
が
進
む

に
つ
れ
、プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
ヴ
ィ
エ
ケ
ス

島
に
お
け
る
米
国
海
軍
の
駐
留
終
了
に
対

し
て
、こ
の
男
性
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色

で
喜
び
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か

に
な
る
。米
国
と
N
A
T
O
は
、カ
リ
ブ
諸

島
を
軍
事
訓
練
の
場
と
し
て
長
い
期
間
使

用
し
て
き
た
。「
音
へ
の
回
帰
」は
、汚
染
、騒

音
、住
民
の
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
6

年
間
に
お
よ
ぶ
米
国
軍
の
爆
撃
行
動
終
了

の
直
後
、2
0
0
4
年
に
ヴ
ィ
エ
ケ
ス
島
に

て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

作
品「
決
め
ら
れ
な
い
ゴ
ー
ル
」は
、日
本
の

平
和
憲
法
第
9
条
に
対
す
る
取
り
組
み
を

題
材
と
し
て
、
2
0
0
7
年
初
頭
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
日
本
-
北
九
州
滞
在
時
に
制

作
さ
れ
た
。彼
ら
は
、日
本
が
武
装
国
家
に

な
り
う
る
可
能
性
を
再
び
開
く
こ
と
と
な

る
で
あ
ろ
う
第
9
条
の
潜
在
的
な
修
正
案

を
め
ぐ
る
現
状
の
議
論
、さ
ら
に
主
権
国
家

と
し
て
の
交
戦
権
を
認
め
な
い
と
い
う
平

和
憲
法
を
維
持
し
つ
つ
、主
権
国
家
で
あ
る
、

と
い
う
日
本
が
抱
え
る
明
ら
か
な
矛
盾
に

「あなたの恐怖、私の希望」（2007年）、
ミクストメディア・インスタレーション

文：ヤン・ヴァン・ウォーンセル

「決められないゴール」（2007年）
シングルチャネルビデオ 音声付, 6分22秒

文：渡辺真也

Vanessa Albury
Your Fears, My Hopes
Text: Jan Van Woensel

★1　カレン・ワラント 相互依存能力の創造：中毒と疎外された自我の治

癒、1995年 Northvale NJ: Jason Aronson

ヤン・ヴァン・ウォーンセル：ニューヨーク在住のインディペンデント・

キュレーター、アートコンサルタント、作家、批評家、講師、加えてニュー

ヨーク大学の芸術学部教授。2007年よりベルギー人画家フィリップ・

ヴァンデンバーグのマネジメントを行っている。  

http://www.philippevandenberg.be

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・ア
ル
べ
リ
ー

治
、医
療
の
文
脈
に
お
い
て
語
ら
れ
る
。心

理
療
法
士
カ
レ
ン
・
ワ
ラ
ン
ト﹇
★
1
﹈に
よ
れ

ば
、北
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
離
別
と
独
立
が

過
剰
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。彼
女
は「
私
た

ち
の
社
会
で
は
、人
生
に
お
い
て
他
人
へ
の

同
調
が
長
く
否
定
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
よ

り
、精
神
障
害
や
中
毒
の
危
険
性
が
増
大
し

て
い
る
。そ
れ
は
厳
密
に
言
え
ば
、必
要
範

囲
の
依
存
関
係
を
犠
牲
に
し
た
自
立
と
独

立
が
助
長
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。」と
述
べ
て
い
る
。本
作「
あ
な
た
の
恐

怖
、わ
た
し
の
希
望
」は
、論
争
を
狙
う
よ
り

も
、間
接
的
な
社
会
文
化
批
判
と
も
受
け
取

れ
る
。戦
争
や
天
災
・
人
災
の
よ
う
な
大
き

な
損
失
を
経
験
し
た
後
に
、人
々
の
団
結
が

強
固
と
な
る
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で

あ
る
。そ
の
よ
う
な
事
件
の
後
に
は
、恐
怖

と
希
望
、そ
し
て
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
必
要

性
は
、人
間
の
体
験
と
直
結
し
て
い
る
の
で

あ
る
。本
作
は
、戦
争
や
災
害
に
対
し
て
の

直
接
的
な
言
及
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、個

人
間
の
レ
ベ
ル
で
働
き
か
け
て
お
り
、作
品

の
意
義
は
参
加
す
る
観
客
の
解
釈
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。い
か
な
る
意
味
付
け
も
、絶

対
的
で
は
あ
り
え
な
い
。

（
英
文
テ
キ
ス
ト
よ
り
訳
出
、翻
訳
：
齊
藤
愛
子
）

対
し
て
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た

の
で
あ
る
。彼
ら
は
、サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を

憲
法
第
9
条
の
問
い
か
け
に
対
す
る
メ
タ

フ
ァ
ー
と
し
て
選
ん
だ
。

こ
の
ビ
デ
オ
は
、北
九
州
地
域
の
サ
ッ
カ
ー

競
技
場
で
撮
影
さ
れ
た
。同
地
域
は
、第
二

次
世
界
大
戦
中
に
主
要
な
製
鉄
所
が
あ
っ

た
ゆ
え
、ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
二
つ
目
の
原

爆
投
下
の
、最
初
の
標
的
だ
っ
た
。競
技
場

に
は
二
つ
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
が
近
距
離

で
向
か
い
合
っ
て
設
置
さ
れ
て
あ
り
、ボ
ー

ル
を
ゴ
ー
ル
に
蹴
り
込
む
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
ゆ
え
に
、ゴ
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
は
全
く

で
き
な
い
。い
つ
も
と
違
う
こ
の
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
で
も
ゴ
ー
ル
を
ね
ら
う
子
供
も
い

る
が
、私
達
は
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、二
つ
の
向
か
い
合
っ
た
ゴ
ー
ル
が
盾

と
な
っ
て
お
互
い
に
保
護
し
あ
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
、す
な
わ

ち
二
つ
の
ゴ
ー
ル
、す
な
わ
ち「
目
的
」が
完

全
に
独
自
の
、自
己
完
結
し
た
世
界
を
創
り

出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
競
技
場
の
隣
の
小
さ
な
丘
に
は

椰
子
の
木
が
広
が
り
、椰
子
の
木
の
下
で
は

三
人
の
音
楽
家
達
が
、伝
統
音
楽
の
雅
楽
に

の
せ
て
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
軍
歌
を
奏
で
て
い
る
。こ
の
混
沌

と
し
た
歌
曲
こ
そ
が
、
こ
の
あ
り
得
な
い

ゲ
ー
ム「
決
め
ら
れ
な
い
ゴ
ー
ル
」の
映
像

の
音
楽
な
の
で
あ
る
。椰
子
の
木
は
、沖
縄

の
よ
う
な
熱
帯
地
域
を
思
い
起
こ
さ
せ
、さ

ら
に
は
沖
縄
へ
の
米
軍
の
沖
縄
駐
留
に

よ
っ
て
日
本
国
平
和
憲
法
第
9
条
が
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
は
、1
9
5
1
年
9
月
8

日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に

よ
っ
て
正
式
に
終
わ
り
を
告
げ
、そ
の
同
日

に
日
米
安
全
保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。そ

れ
以
来
日
本
は
、間
接
的
に
米
国
の
軍
事
行

動
を
支
持
し
て
お
り
、日
本
に
お
け
る
米
国

軍
駐
留
の
75
%
を
担
う
沖
縄
は
、こ
の
入
り

組
ん
だ
日
米
関
係
を
支
援
す
る
た
め
の
犠

牲
と
な
っ
て
き
た
。

彼
ら
の
音
楽
は
競
技
場
に
響
き
渡
り
、伝
統
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、軍
国
主
義
に
問
い
掛
け
、

そ
し
て
地
域
的
・
国
際
的
な
圧
力
に
直
面
し

て
い
る
軍
事
状
況
を
再
考
し
な
が
ら
、憲
法

第
9
条
の
将
来
に
向
け
た
意
義
を
拡
げ
て

い
く
。

作
品
「
音
へ
の
回
帰
」
に
お
い
て
、
プ
エ
ル

ト
・
リ
コ
と
米
軍
に
お
け
る
政
治
的
緊
張
を

表
現
し
た
ア
ロ
ー
ラ
&
カ
ル
ザ
デ
ィ
ー
ラ

は
、「
決
め
ら
れ
な
い
ゴ
ー
ル
」で
は
、日
本

が
日
米
安
全
保
障
条
約
を
維
持
し
、沖
縄
の

軍
事
基
地
の
存
在
を
許
容
し
な
が
ら
、将
来

ど
の
よ
う
に
憲
法
第
9
条
を
維
持
し
て
い

く
の
か
と
い
っ
た
矛
盾
を
扱
っ
て
い
る
。

（
英
文
テ
キ
ス
ト
よ
り
訳
出
、翻
訳
：
齊
藤
愛
子
）

アローラ&
カルザディーラ

Allora & Calzadilla
Unrealizable Goals
Text: Shinya Watanabe

1946年11月3日に日本国憲法

として公布された。

9条は誰が発案したのか
9条を含む新憲法はアメリカ

占領軍によって実質的に書か

れたが、9条のアイディアがど

こから来たか、ということに関

しては諸説あり、そのうち２つ

の説が有力である。GHQ総司

令官のダクラス・マッカー

サーである、という説と、当時

の首相であった幣原喜重郎

である、という説である。

マッカーサー説としては、マッ

カーサー及びアメリカ側が、

日本の再軍備化に対して危

機感を抱いており、それを押

さえる為にも、憲法の中に平

和主義の規定を盛り込んだ、

というものである。マッカー

サー三原則に含まれる戦争

の放棄条項は、以下の通りで

ある。

２．国権の発動たる戦争は、

廃止する。日本は、紛争解決

のための手段としての戦争、

さらに自己の安全を保持す

るための手段としての戦争

をも、放棄する。日本は、その

防衛と保護を、今や世界を

動かしつつある崇高な理念

に委ねる。日本が陸海軍を

もつ権能は、将来も与えら

れることはなく、交戦権が日

本軍に与えられることもな

い［★3,4］。

しかし、幣原説の側としては、

これより前の1月24日に、幣原

首相はマッカーサーを訪ねて

おり、その会談の記録が、幣原

が枢密顧問官であった大平

駒槌に対して語った内容を、

大平の娘である羽室ミチ子

が父から聞いて書き残されて

いる。それによると、

（幣原は）世界中が戦力を持

たないという理想論を始め

戦争を世界中がしなくなる

様になるには戦争を放棄す

るという事以外にないと考

えると話したところがマッ

カーサーは急に立ち上がっ

て両手で手を握り涙を目に

いつぱいためてその通りだ

と言い出したので幣原は一

寸びつくりしたという。・・・

Jennifer Allora & Guillermo Calzadilla

Unrealizable Goals

2007

Video color & sound

Duration : 6 min 22

Courtesy of the artists & Galerie Chantal Crousel

Photo credits : Jennifer Allora & Guillermo Calzadilla

(1) Walant, K. B. (1995). Creating the 

capacity for attachment: Treating addictions 

and the alienated self. Northvale, NJ: Jason 

Aronson.

Based in New York, USA, Jan Van Woensel 

is an independent curator, art consultant, 

writer, critic, lecturer and Senior Studio 

Professor at NYU's Department of Art and 

Art Professions. Since 2007, he is the 

manager of Belgian painter Philippe 

Vandenberg:

www.philippevandenberg.be

Kota Ezawa
Who’s Afraid of Black, White and Grey
Text: Shinya Watanabe

「黒、白、グレーなんてこわくない」（2003年）
アニメーションDVD作品 1分３７秒

文：渡辺真也

カルト映画、「ヴァージニ

ア・ウルフなんてこわくな

い」は、グリム童話をもとに

したテーマ曲 Who’s Afraid 

of the Big Bad Wolf （邦題「狼な

んかこわくない」）で知られる、

1933年製作のディズニー

アニメ「三匹の子豚」を題材

にしている。このディズ

ニーアニメは、正悪の構造

をもたないはじめての作品

といわれ、二匹の子豚が狼

に食べられてしまう一方、

三番目の賢い子豚はその狼

を食べてしまう。「三匹の子

豚」のテーマ曲「狼なんかこ

わくない」は、「悪者の大狼」

すなわち世界大恐慌、に屈

しまいとする人々の強固な

意思を映し出し、ベストセ

ラーシングルとなった。ま

た、ナチスが第二次世界大

戦を前にドイツの領土を拡

大し始めた頃、ヒットラー

が戦争をすることなく次々

に領土を手に入れることに

対して、他の西洋諸国があ

まりにも無頓着であること

を揶揄するものとしてこの

曲が用いられた。つまり江

沢の作品は、世界大恐慌、ナ

チスドイツと第二次世界大

戦、そして冷戦を題材にし

ているのである。この作品

のタイトルには、勝者と敗

者の関係を表す色の二元論を否定するかのように、「黒」

「白」「グレー」という言葉が含まれている。また、黒と白は人

種の分断を表し、グレーは江沢孝太自身のグレーな境遇（ド

イツで日本人の父とドイツ人の母との間に生まれ、五歳まで日本人として

育てられた後ドイツ国籍となった）をも表しているともいえる。

アートの背景においては、江沢はバーネット・ニューマンの

抽象画のタイトル “Who's Afraid of Red, Yellow and Blue? I–IV, 

1966-70” を引用している。江沢の作品では、ヴァージニア・

ウルフが悪者の大狼 に、三原色の赤・黄・青が黒・白・グレー

のモノトーンに、それぞれ置き換えられている。江沢は、こ

のビデオ作品のなかでいわば本歌取り（俳句のなかで、タイトル

や語句、発想、趣向などを意識的に取り入れる表現技巧)を行ったので

ある。

作品のラストシーン、ジョージがマーサをライフル銃で撃

とうとすると、弾丸の代わりにコウモリ傘が飛び出す。コウ

モリ傘がふくらんだ途端、緊張感はたちまちしぼんでしま

う。アートは時にこの飛び出した傘のように、ユーモアたっ

ぷりのコミュニケーションツールとなるのではないだろう

か。この開いた傘は、あたかも第9条の如く、戦争放棄のメッ

セージを携えているのである。

（英文テキストより訳出、翻訳：齋藤愛子）
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「日本国憲法 みみず アウトダフェ」（2005年）
地域社会を拠点としたインスタレーション: 2mの木箱に入った６万匹のミミズ、音声放送

文：渡辺真也

エリック・ヴァン・ホーヴ
Eric van Hove
Japanese Constitution Worm Autodafé
Text: Shinya Watanabe

根深いものとして残った。戦後、沖縄は1972年までアメリ

カの領地であった。アメリカ軍の駐留は沖縄にとって最大

の苦痛のひとつであり、沖縄の人々は平和憲法に関しても

深く憂慮している。彼らの憤りは、例えば第九条などの様に、

すべての日本国民が法の下に常に同じ権利を与えられては

いない、という事実からも明らかである。

沖縄の那覇には、“農連市場”と呼ばれる最も歴史の古い野

菜市場があり、ここでは地元の農場から直接、新鮮な野菜が

提供されている。市場で実施されたヴァン・ホーヴのプロ

ジェクトは“みみずの飼育場”から成立しており、農連市場

で働く年配の女性達は、この作品を使用することで、生ゴミ

を有用な肥料へとリサイクルする事ができる。

アーティストは木の棺桶の様な箱を作り、そこに第九条だ

けが除かれた日本国憲法の英語原文がプリントされたリサ

イクル紙を入れた。みみずは、廃棄された野菜と一緒に、こ

の憲法の書かれた紙を食べて行った。そして地方のテレビ

局チームの協力により、みみずが紙を食べる、火が弾けるよ

うな音をマイクにて録音したのである。この音は、ヴァン・

ホーヴのパソコンを通して、ラジオにて生放送された。これ

は明らかに、裕仁天皇が1945年8月15日に行ったラジオ放

送を模倣したものである。

この作品を設置する過程において、地元のお年寄りの中に

は、みみずに与える紙に、戦争で亡くなった仲間の名前を書

こうと自ら決めた人もあった。憲法とともに肥料へ分解さ

れ、数片の紙が処理されていく過程は、このインスタレー

ションに浄化作用の一面をもたらしている。神道において、

“お焚き上げ”という慣習がある。これは、文字通り“火にく

べること”であり、毎年の終わりに神官が人々の祈願の護符

を燃やす。“本を燃やす”という行為は、中国皇帝による孔子

の本や、ナチの破壊分子とみなされた本など、多くの文明に

よって行われてきており、ヨーロッパにおけるその歴史は、

中世スペインの“信念の証となる行為（アウトダフェ）”として

の異端者の火刑・宗教裁判にまで遡る。

このインスタレーションを通して、ヨーロッパにおける異

端者の火刑、対して沖縄の第二次世界大戦とアメリカ軍占

領による歴史的なトラウマ、そして英語で書かれた日本国

憲法、というそれぞれ異なる局面を、彼は関連付けることに

成功したのである。

しかしながら、なぜこの意義深い作品を、日本人ではなく外

国人アーティストが作ることができたのであろうか？まず

ひとつの理由として、第九条について語ることは日本国民

の間では一種のタブーになっている、という事が挙げられ

る。特に沖縄においては、なおさらである。1951年の平和条

約、そして同時期に結ばれた日米安全保障条約後から日本

に駐留することが可能となった大規模なアメリカ軍は、日

本国憲法に内包されている矛盾を具現化している。この問

題に関して、日本本土の人々は口を閉ざしたままである。沖

縄の人々にとっては、日本の犠牲となったという強い意識

があり、これらの感情が憲法を語ることに壁をもたらし、互

いにコミュニケーションすることを妨げているのである。

ヴァン・ホーヴは旅行と異邦のものとの出会いにインスピ

レーションを受け、この複雑な局面：歴史的記憶／アイデン

ティティ／言語／主権国家の定義を、彼独自のアートとい

う言葉で昇華させることに成功したと言えよう。

（英文テキストより訳出、翻訳：齋藤愛子）

日本国憲法は、日本の民間草案を取り入れた上で、アメリカ占領

軍によって実質的に書かれた歴史がある。そして平和憲法として

知られる日本国憲法第9条には、主権国家としての交戦権の放棄

と戦力不保持が明記されている。

この世界的に見ても非常に珍しい憲法上の平和主義の規定は、

アメリカのニューディーラーの理想主義が反映されており、平和

主義を含んだ新憲法は、第二次大戦の苦しみを経験した当時の

日本の一般市民に受け入れられ60年間改正されることなく今日

に至る。しかし、冷戦の終結、アジアの不安定化とナショナリズム

の高揚と共に、この平和憲法の基盤である第9条が、現在、その存

在を問われている。

第9条は、戦後日本の復興と再形成に多大な影響を与えたのみな

らず、60年間他国との直接交戦の回避を可能にし、直接交戦によ

る死者を一人も出さないことに成功したが、日本の実質的戦争協

力は、第9条が保持される限り、ねじれた状況を生み出し続ける。

この日本の特異な磁場から、多くのアーティストたちは取り組む

べき新たな課題を発見し、彼らの芸術に表現してきた。その中に

は、日本の戦後やアイデンティティ問題などをテーマとした、また

9条や世界平和をテーマとした作品が少なくない。

美術展覧会「アトミック・サンシャインの中へ̶̶日本国平和憲法

第9条下における戦後美術」は、日本国憲法改正の可能性を目前

とする今、戦後の国民・国家形成の根幹を担った平和憲法と、その

影響下に制作された戦後美術を検証する試みである。

敗戦後、大日本帝国憲法から日本国憲法へ
1945年10月9日、新内閣を組織した幣原首相は、松本烝治国務大

臣を委員長とする憲法問題調査委員会（松本委員会）を設置して、

憲法改正の調査研究を開始し、1946年1月9日に『憲法改正私案』

を製作した。GHQは当初、憲法改正については過度の干渉をしな

い方針であったが、民間の憲法改正草案、特に憲法研究会の『憲

法草案要綱』に注目しながら、日本の憲法に関する調査・研究の動

きを活発化させた。

1946年2月1日付の毎日新聞が、『松本委員会案』なるスクープ記

事を掲載すると、GHQのホイットニー准将はその憲法試案を極め

て保守的な性格であると分析し、このまま日本政府に任せておい

ては国際世論から天皇制の廃止を要求される可能性があると判

断、GHQが草案を作成することを決定した。2月3日、マッカーサー

はGHQが憲法草案を起草するに際して守るべき三原則、すなわ

ち天皇は国の最上位にあること、戦争の放棄、封建制度の廃止、を

制定し、憲法草案起草の責任者とされたホイットニーに示した。こ

の三原則を受けて、GHQ民政局には憲法草案作成のための委員

会が設置され、極秘裏に起草作業が進められた。昼夜を徹した作

業により出来上がった試案を元に2月12日に草案は完成、2 月13

日、当時の憲法としては大変リベラルであった『マッカーサー草

「授」9つの格子に81のマントラが記された護符（1964年）
松澤宥の消滅
文：富井玲子
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Yutaka Matsuzawa’s Vanishing Act
Text: Reiko Tomii
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富井玲子：

美術史家・キュレーター、

在ニューヨーク、

戦後日本美術を研究。


